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■天気図（1月 26日～2月 1日 ※毎日午前 9時を掲載） 

 

【今期間の天候について】 

■気圧配置の特徴 

 26日は沖縄付近から本州の南にかけて前線が停

滞した。前線上には低気圧が発生し、27日には九州

付近に接近。午後 3時には前線の閉塞点に低気圧が

発生し、九州付近と四国沖の 2つに分かれて東進し

た。西日本では太平洋側を中心に荒れた天気となり、

高知県室戸岬では最大瞬間風速 35.8m/sの暴風を観

測した。また、関東甲信では上空の寒気や下層冷気

の影響で、28日にかけて山沿いや内陸などで雪が降

った。低気圧は 28日から 29日にかけて、本州南岸

から三陸沖へゆっくりと北上。東日本や東北の太平

洋側では季節外れの大雨となった。30日から 31日

は低気圧が発達しながら北海道の南海上を進んだ。

北海道では道東やオホーツク海側を中心に大雪や暴

風雪となり、襟裳岬では最大瞬間風速 41.9m/sを観

測。東北から九州は冬型の気圧配置となり、日本海

側の各地で雨や雪となった。1日は低気圧が日本の

東へ離れ、日本付近は冬型の気圧配置が続いた。 

■降水（雨・雪） 

 26日は本州の南に延びる前線の北側に雨雲が広

がり、西～東日本の太平洋側で雨が降った。27日か

ら 28日は低気圧や前線が本州南岸を東進。南から暖

かく湿った空気が流れ込み、27日は九州や四国の多

くの地点で記録的な降水量となり、大分県佐伯市や

宮崎県延岡市では記録的短時間大雨情報が発表され

るなど、季節外れの大雨となった。28日も未明～朝

にかけて、高知県室戸市や東洋町、徳島県那賀町や

美波町で 1時間に 120mm以上の猛烈な雨を解析。  

また、関東甲信では 27日夜から 28日にかけて、内

陸の冷気や下層寒気の影響で、山沿いや内陸を中心

に大雪となった。山梨県河口湖では 3時間降雪量が

9cmと強い雪が降り、群馬県草津では日最深積雪が

42cmを記録。29日は関東甲信や東北の太平洋側で記

録的な大雨となり、福島県相馬市では日降水量が

157.0mmと 1月の 1位の値を更新する雨量となった。

30日から 31日は北海道の道東やオホーツク海側な

どで大雪となり、紋別地方遠軽では 31日の 24時間

降雪量の日最大値が 60cmを記録。また、日本付近が

冬型の気圧配置となった 31日は、京都や岡山、松山

で初雪を観測。平

年より 40日以上遅

い初雪となった。 

■気温 

 26日は関東で日

中も一桁台の気温となり、東京では最高気温が

7.6℃と真冬の寒さになった。27日は暖かい空気が

流れ込んだことで、九州の各地で 20℃を超える季節

外れの暖かさとなった。28日から 29日も西～東日

本の太平洋側で暖かくなり、最高気温が 28日は大阪

府大阪で 19.1℃、29日は栃木県佐野で 20.0℃と  

1月の観測史上 1位の値を記録した。北海道では  

28日、内陸を中心に放射冷却が強まり、上川地方朱

鞠内では最低気温が－28.1℃を記録。今シーズンの

全国最低を更新した。1日は上空の寒気が日本付近

を覆ったため全国的に冷え込み、冬日の地点数は

448地点と今期間で最も多くなった。 
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■今期間（1月 26日～2月 1日）の天候のまとめ 

 平均気温は、日本付近を低気圧や前線が通過し、この時期としては相当温位の高い空気が流れ込んだ影響で、全国的に平年より高い傾向が続いた。九州～東北や

北海道の道南で平均気温が平年より 3℃以上高く、特に、長野では平年より 5℃高くなった。一方、南西諸島では平均気温が平年よりやや低くなった。 

 降水量は、南から暖かく湿った空気が流れ込んだ影響で、太平洋側の各地で平年より大幅に多くなった。東北の太平洋側や関東、西日本の太平洋側では降水量が

平年の 4倍を超え、特に、仙台では平年の 12倍以上の雨量となった。一方、北陸や東海の内陸、北海道の日本海側では降水量が平年より少なくなった。 

 日照時間は、北日本の日本海側や新潟、四国や九州南部の一部で平年を上回った。特に、秋田では日照時間が平年の 130％と長くなった。一方、西～東日本の各地

や北日本の太平洋側では日照時間が平年より短く、福岡では平年の 50％程度と短かった。 

 

■平均気温（℃）と平年差（℃） 

 

 

札幌  －0.7（＋3.4）  旭川 －6.4（＋1.6） 

網走  －4.0（＋2.5）  釧路 －3.7（＋2.4） 

室蘭    0.9（＋3.5）  秋田  3.6（＋3.9） 

仙台   5.2（＋3.9）  前橋  6.4（＋3.2） 

東京   7.7（＋2.8）  長野  4.0（＋5.0） 

新潟   5.9（＋4.1）  金沢  7.1（＋4.1） 

名古屋  8.3（＋4.3）  大阪  9.2（＋3.8） 

松江   7.7（＋4.0）  広島  8.6（＋3.8） 

高知  10.0（＋4.1）  福岡  9.2（＋3.0） 

長崎   9.3（＋2.9）  宮崎 10.5（＋3.4） 

鹿児島 11.9（＋3.8）  那覇 17.6（＋1.2） 

■期間総降水量（mm）と平年比（％） 

 

 

札幌    9.5（ 39）  旭川   1.5（ 10） 

網走   21.0（231）  釧路  22.5（358） 

室蘭   26.0（249）  秋田  37.5（158） 

仙台    96.5（1242）  前橋  53.0（797） 

東京   94.5（708）  長野   2.0（ 19） 

新潟   46.0（119）  金沢  61.5（113） 

名古屋   9.5（ 80）  大阪  11.0（ 95） 

松江   49.0（157）  広島  26.5（273） 

高知   73.0（549）  福岡  64.5（468） 

長崎   32.0（238）  宮崎  82.0（562） 

鹿児島  29.5（174）  那覇   6.0（ 26） 

■日照時間の平年比（％） 

 

 

札幌   87   旭川 126   網走   69 

釧路   67   室蘭  89      秋田   130 

仙台   79   前橋  65   東京   70 

長野   71   新潟 102   金沢   79 

名古屋  87   大阪  63   松江   97 

広島   89   高知  89   福岡   57 

長崎   73   宮崎  83   鹿児島 105 

那覇   82 
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